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解析条件

LCA解析における解析条件

収集・運搬工程における基準値として用いた値を表1に示す．
また輸送車両の走行距離はGrid City Model を用いて算出した．

乾燥工程におけるエネルギー消費量およびCO2排出量の算出については，高含水率で
ある厨芥，紙，草木および糞尿を含水率20%まで乾燥させることを想定した．乾燥機
は何でも乾くん（研機株式会社），乾燥用ボイラーは三浦工業株式会社のデータを基
準値として用いた．乾燥工程における基準値として用いた，廃棄物系バイオマスの水
分蒸発量1kgあたりに対する乾燥機の低圧蒸気使用量，電力使用量，価格および耐用年
数を表3に，また乾燥用ボイラーの価格および耐用年数を表4に示す．

粉砕工程におけるエネルギー消費量およびCO2排出量の算出について，本報では厨芥，
紙，プラスチック，繊維および草木を粉砕することを想定し，各種バイオマスに対応
した粉砕機を選定した．粉砕機はそれぞれ，食品リサイクル粉砕機（FUJITEX，
E020），機密文書用プライバシーシュレッド（FUJITEX，E007），プラスチック粉砕
機（FUJITEX，E013），万能1軸破砕機（西邦機工株式会社，SC-30）および木質用二
軸破砕機（FUJITEX，E027）のデータを基準値とした．粉砕工程における基準値とし
て用いた値を表2に示す．

【System flow】
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ガス化工程におけるガス化システムの違いとエネルギー消費量およびCO2排出量の算
出について，本研究ではガス化装置にK2-PEC（Kyoto Keihanna Perfect Energy 
Converter）の実証試験の際に用いたSSG および，平成 24 年度廃棄物系バイオマス
利用推進事業の際に用いられたMFG の2つのガス化システムを想定した．
SSGの諸元を表5に，MFGの諸元を表6に示す．
SSGにおける発電効率は32%，排熱回収効率は52%とし，MFGにおける発電効率は
30%，排熱回収効率は50%とした．

本報における解析条件を表7に示す．

年間の日本の都道府県別の廃棄物排出量および各都道府県の人口の相関より，全国平
均で一人当たり年間226.2 kg 排出することとする．

また廃棄物の処理手数料を表8に，各工程で用いる燃料のエネルギー量およびCO2排出
係数を表9に示す．
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